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奄
美
群
島
が
米
軍
に
占
領
さ
れ

た
時
期
は
、
１
９
４
６
年
２
月
２

日
か
ら
５３
年
１２
月
２５
日
の
日
本
復

帰
ま
で
の
８
年
間
で
あ
る
。
こ
の

８
年
間
に
行
政
機
関
は
、
大
島
支

庁

（４６
年
２
月
２
日
～
）
、
臨
時

北
部
南
西
諸
島
政
庁

（４６
年
１０
月

３
日
～
）
、
奄
美
群
島
政
府

（５０

年
１１
月
２５
日
～
）
、
琉
球
政
府

（
５２
年
４
月
１
日
～
）
と
変
わ

り
、
奄
美
群
島
政
府
の
時
に
、
復

帰
運
動
が
始
ま
り
、
琉
球
政
府
の

時
に
日
本
復
帰
を
成
し
遂
げ
た
。

５‐
年
２
月
、

「奄
美
大
島
日
本

復
帰
協
議
会
」
が
発
足
し
、
泉
芳

郎
が
議
長
に
就
任
し
、
親
米
思
想

の
理
念
で
復
帰
運
動
を
指
導
し

た
。５２

年
４
月
２８
日
、
講
和
条
約
が

発
効
し
、
奄
美

・
沖
縄
は
国
際
法

上
、
日
本
が
独
立
し
た
影
で
、
日

本
か
ら
分
離
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
を
奄
美
で
は

「
痛
恨
の

日
」
と
呼
び
、
沖
縄
で
は

「屈
辱

の
日
」
と
呼
び
継
が
れ
て
い
る
。

５２
年
９
月
２７
日
、
毎
日
新
聞

が
、

「沖
永
良
部
と
与
論
　
分
離

返
〕ご

と
報
道
し
た
。
ン」
の
報
道

を
き

っ
か
け
に
、
若
者
が
復
帰
運

動
に
立
ち
上
が

っ
た
。
沖
永
良
部

高
校
の
生
徒
会
が
、
各
字
で
集
会

を
開
き
日
本
復
帰
を
訴
え
た
。
こ

の
時
の
行
進
や
集
会
の
た
び
に

沖
永
良
部
の
「復
帰
の
歌
」

西
村

富
明

（沖
永
良
部
国
頭

。
西
村
書
斎
主
宰
）

「復
帰
の
歌
」
が
歌
わ
れ
た
。
ち

な
み
に
こ
れ
は
、
復
帰
協
議
会
が

主
催
す
る
時
に
歌
わ
れ
た

「日
本

復
帰
の
歌
」
と
は
別
の
歌
で
あ

る
。２

年
前
に
制
作
し
た
Ｃ
Ｄ
の
音

源
が
手
元
に
あ
り
、
ほ
し
い
人
に

は
配
布
し
て
い
る
。
沖
永
良
部
に

と

っ
て
、

「復
帰
の
歌
」
は
復
帰

運
動
の
象
徴
と
し
て
、
語
り
継
が

れ
る
で
あ
ろ
う
。

記
録
と
し
て
、
歌
詞
を
記
す
。

ｌ
、
何
で
帰
さ
ぬ
／
永
良
部
と

与
論
／
同
じ
は
ら
か
ら
／
奄
美
島

／
友
よ
歌
お
う
／
復
帰
の
歌
を
／

我
等
血
を
は
く
／
こ
の
思
い

２
、
何
で
帰
さ
ぬ
／
永
良
部
と

与
論
／
同
じ
は
ら
か
ら
／
帰
す
の

に
／
友
よ
叫
ぼ
う
／
我
等
の
熱
を

／
我
等
黙

っ
て
／
居
ら
れ
よ
う
か

３
、
何
で
捨
て
よ
か
／
復
帰
の

希
望
／
帰
す
帰
さ
ぬ
／
熱
次
第
／

友
よ
励
ま
し
／
手
に
手
を
取

っ
て

／
堅
い
熱
意
で
進
む
の
だ

「
鹿
児
島
県
大
島
郡
完
全
復

帰
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
復
帰
運
動

を
展
開
し
た
。

５３
年
１２
月
２５
日

は
、

「
奄
美
群
島
歴
史
再
生
の

日
」
で
あ
り
、
闘
い
取

っ
た
無
血

の

「日
本
復
帰
の
日
」
で
あ
る
。

私
が
６
歳
の
時
、
ち
ょ
う
ち
ん
行

列
で
歌

っ
た

「復
帰
の
歌
」
は
、

今
で
も
歌
う
と
感
慨
深
い
。
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